
イスラム世界概論 

１．「情報」のなかのイスラム世界 

  なぜイスラムは「敵役」なのか？ 

２．イスラム世界とは 

３．イスラムという宗教について（１）（２） 

４．イスラムを生み出した風土（１）（２）（３） 

５．イスラムと政治 

６．イスラムと経済（１）（２） 

７．イスラムとジェンダー 

８．イスラム教徒の社会生活（家族と名誉・恥） 
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１．「情報」のなかのイスラム世界 
なぜイスラムは「敵役」なのか？ 

（１）繰り返されるイスラムをめぐるごたごた 

（２）「文明の衝突」か？ 

（３）近代イスラム改革 
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（１）繰り返されるイスラムをめぐるごたごた 

2005年9月 

ムハンマド風刺漫画事件 
         北海道新聞 
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2006年9月 

  法王舌禍事件 
      朝日新聞                       

4 



（２）「文明の衝突」か？ 

 

• 私は、新時代における紛争はこれまでのようにイデオロギーや
経済上の対立によって引き起こされることはないと見ている。む
しろ私は、人類を隔て、紛争をもっぱら引き起こすことになるの
は文化的な要素ではないか、と考えている。国民国家は世界政
治における最も力強いアクターとして存続するだろうが、むしろ
異なる文明下にある国家や集団によって引き起こされる文明の
衝突が、今後の世界政治をめぐる紛争の主な要因になっていく
だろう。文明の衝突がグローバル政治の支配的形態となり、文
明上の断層ラインが今後の紛争ラインになると考えられる。 

（サミュエル・ハンチントン「文明の衝突」『フォーリン・アフェアーズ』1993年夏号） 
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欧米知識人のイスラム観  

ジョン・エスポズィート 
 

• 21世紀は、ふたつの主要なかつ急激に増大しつつある世界宗
教、キリスト教とイスラームの世界的な対峙と、西洋とそれ以
外の地域との間の関係を緊張させるグローバリゼーションの
威圧によって支配されるであろう 

（『グローバル・テロリズムとイスラーム』明石書店、2004年、9頁） 
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ラシュディー事件 

        

• インド系イギリス人作家サルマン・ラシュディは、1988年、幻

想小説『悪魔の詩』を出版した。そのなかに、イスラムと預言
者ムハンマドを冒涜するような内容が含まれていたところか
ら、イスラム教徒の激しい反発を買った。1989年2月、イラン

の指導者ホメイニーは、著者を含め出版に関係した者に対
する処刑を宣言する。ここにいたり、事態は外交・政治問題
へと発展した。 
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（３）近代イスラム改革 

• 19世紀末から20世紀初頭にかけてのイスラム改革。ヨーロッ

パ列強の植民地主義に対抗するためにとられたイスラム教
徒の自己改革運動。現在のイスラム世界における思想的、
政治的運動の原点となった。 

 

近代イスラム改革 

   １．ムハンマド・アブドゥの思想 

   ２．分裂するイスラム思潮 

   ３．イスラム思想の大衆化 
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 １．ムハンマド・アブドゥの思想 
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「時代の精神」ムハンマド・アブドゥ（1849-1905） アフガーニー（1838/39-1897） 
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エジプトの植民地化 
イギリス軍によって砲撃されたアレクサンドリア 

1882年、英軍の上陸直後におけるアレクサンドリアのヨーロッパ人地区。英軍による砲撃の後、反英暴動が起きた。  



 

信仰の危機からイスラムの危機へ 
ムハンマド・アブドゥの言葉 

• 私は白状しよう。今日の我々のイスラム教徒が(正しき)イ
スラム教徒ではないことを。彼らは、これほどまでにと思わ
れるほど、迷信的であり、偶像崇拝的である。私は、この
変質の原因について云々しようとは思わない。今日のイス
ラム教徒は、その弱さから他人を模倣し、感染から自らを
守るすべを知らないできた。自業自得である。（『ヨーロッ
パとイスラム』1987年、182頁） 

• イスラムの教えは中国、そして残りのアジアにおいてもま
た、相当に拡大している。イスラムの教えがその麻痺状態
を脱し、活力を取り戻す日が来る、ということを疑うイスラ
ム教徒は一人としていない。それは二〇年後であるかもし
れないし、二世紀後であるかもしれない。しかし、その日は
来る。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、183頁） 
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イスラムの存在理由  

• イスラムは、すべての人間に対して、唯一神を崇めるよ
う訴えてきた。この神はアダム、ノア、アブラハム、モー
ゼ、そしてキリストの神である。 （『ヨーロッパとイスラム』
1987年、181頁） 

• それは、多くのキリスト教徒とユダヤ教徒がかれらの宗
教を変質させ、そしてとりわけそこに化身の教義を導入
したことである。イスラムは、かれらに対して、かれらの
真実の教義に戻るよう促した。一言でいえば、イスラム
が戦いを宣告したのは、すべての形態、仮装のもとにお
ける偶像崇拝に対してなのである。（『ヨーロッパとイスラ
ム』1987年、181頁） 
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ムハンマド・アブドゥにとっての近代 

• イスラム以上に武装し、その数もより多く、その力もより強かった、偶像崇
拝者たち、ユダヤ教徒たち、そしてキリスト教徒たちは、イスラムに向って
恐るべき突撃を加えた。しかし、イスラムとともに、真理は輝く星のように
姿を現わした。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、181頁） 

• その（イスラムの）光線は、人間の頭脳の最も暗い隅々にまで浸透した。
すべての民族、すべての国家から、確信に満ちた人間たちが、その教義
を信奉するために、群をなして駆け付けてきた。かれらの知性を曇らせて
いた迷信を取り除かれ、かれらの首長、教会の軛から解き放たれ、かれ
らの知的独立を取り戻して、かれらは、その同胞たちの解放に努め、永
遠の源泉から「真理」を汲み取った。壮大な飛躍が人間たちをして、知る
こと、見ること、経験することに導いた。ギリシア、ローマ文明の後継者と
して、かれらは、重要な諸発見に色とられた勤労の数世紀の果実によっ
て、その貴重な遺産を豊かにした。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、181
頁） 
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キリスト教と近代文明 
ムハンマド・アブドゥの「近代」文明批判 

• われわれが読み、理解するところでは、福音書はキリスト教徒に対して、この世
の利害から超脱し、正しく単純な人生を送るよう、また、悪に悪をもって報いない
よう命じるとともに、常に野心的で攻撃的な富める者を非難している。つまり、福
音書は、この点に関して、ラクダが針の穴を通過する方が金持ちが天国に入るよ
りも容易である、と述べている。この称賛すべき教義は、それを告知した神の使
徒にふさわしいものであり、その内容を要約するならば、永遠の生命を獲得する
ためにこの世から超脱せよ、ということになる。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、
168頁） 

• 翻って、もしわれわれが宗教の性格をその信条から判断しなければならないとす
るならば、われわれは、現行文明とキリスト教との間にはいかなる関係も存在し
ない、と述べるだろう。・・・福音書のなかで述べられているなにものをも、アノトー
氏がわれわれに語るアーリア文明のなかに観察することはできない。そして事実
もまた、そのことを我々に証拠立てている。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、168
頁） 

• これらのこと(政教分離のキリスト教の教義)すべてについて、アノトー氏は疑問を
もっているようにはみえない。しかし、一瞬たりとも、かれがカエサルのものはカエ
サルに返すべきことを心得ている、という事実が示されることはない。（『ヨーロッ
パとイスラム』1987年、168頁） 

• しかし、それにもかかわらず、この文明（ヨーロッパ文明）はキリスト教と結びつい
ている。実際、この文明は、すべてにおいて、権力、金、自惚れ、虚栄、偽善にそ
の横斑を置いている。それは、一部の人々の間ではスターリング・ポンドの姿をと
り、他の人々の間ではナポレオンの婆をとる。しかし、そのいかなる時においても、
福音書は姿を現わさない。（『ヨーロッパとイスラム』1987年、168頁） 
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ガブリエル・アノトー（1853-1944）のイスラム観 

• フランスは、四千万の人口からなる、
自ら以外に手本をもたず、王朝や世
襲の首長を戴かない共和政体をとる
民族であるが、このかれらこそ、おそ
らくほどなくその数において自分たち
と拮抗するようになるであろうもう一
つの住民、巨大な空間に拡散し、未
知の風土のもとに生活し、われわれ
自身が従っているそれとは全く異な
る本能、伝統、規則に従って、すでに
過去のものとなっている生き方を続
けているもう一つの住民の指導を引
き受けた民族である。そして、このイ
スラム教徒、セム系住民に対して、
いまやこのアーリア系、キリスト教徒、
共和派の民族は、生命と文明のパン
と塩をもたらさなければならない。
（『ヨーロッパとイスラム』1987年、151
頁） 
 

アノトー（1853-1944） 
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ムハンマド・アブドゥのアノトー批判 

• 私は、アノトー氏の研究を、政治の観点から判断しようと
は思わない。私は、自国の立場と自国の他国との関係を
無視することができず、結局のところ、いついかなる時に
おいても、寛大で人間味あふれるしきたりを守り続けねば
ならない元外務大臣、外交官に関心などない。私は、御自
分の諸論文の評価をアノトー氏御自身に委ねよう。宗教的
憎悪をかきたて、中世の司祭のようにイスラムに対する聖
戦を説教することが、かれにとって祖国に奉仕することに
なるのか、私はその決定をかれの分別に一任しよう。私が
ここで意図しているのは、ただ単に、フランス式教育を身に
つけ、フランスとアノトー氏の政治体系に余りにも引きつけ
られている私の若き同胞たちに、よく考えるよう注意を促
すことだけである。かれらはそこに有益な教訓をみつける
だろう。 （『ヨーロッパとイスラム』1987年、184頁） 
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２．分裂するイスラム思潮 
近代派と復古派 

アリー・アブドゥルラーズィク（1888-1966） ラシード・リダー（1865-1935） 



アリー・アブドルラーズィク（1888-1966） 
（アリー・アブドルラーズィク『イスラムと統治の諸原則』1983年、44頁） 

• 真実は、この野心、恐怖、華美、強制がしみ込んだカリフ制についての
誤った観念はイスラムとは何の関係もない、ということである。カリフ制は
神聖なる企画とは関係がないが、同じことは、公正な行政、政府や国家
のその他の機能についても言える。これらは、宗教が関心を持たぬきわ
めて政治的な企画である。イスラムはこれらを認めも、非難も、禁止もせ
ず、われわれが理性、国家の経験、政治の規則に基づいて判断するが
ままにさせている。・・・宗教は、ムスリムに対して、社会や政治に関する
科学において他の国家（の人びと）と競うことを禁じてはいない。ムスリム
が、その採用以来、かれらを貶めつづけてきた古き組織形態を排するの
に、何の障害もない。ムスリムは、人類の精神の近年の到達点と、健全
な政府の原則からして最も有益であることが示された国家の経験と完全
に調和した形で、自由に王権と政府の規則を打ち立てることができる。 
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ラシード･リダー （1865-1935） 
（ラシード･リダー『イスラム国家論』1987年、107－8頁） 

• イスラム世界（ダール・イスラム）とそれに対応する戦争世界（ダール・ハ
ルブ）はよく知られており、両者については規定も多い。また、カリフ制の
規定に関してウラマーから引用するなかで、「公正の世界（ダール・アド
ル）」にもいくどか触れた。これは、正当な元首がその職に就いていて、
公正が確立されているイスラム世界である。このように命名されたのは、
「不正と不義の世界（ダール・バギー･ワ・ジャウル）」の反対語としてであ
る。・・・公正の地においては、善行に関して元首に服従することは、心身
両面におけるイスラム法上の義務であり、元首の命に反することは、命
令の内容が、イジュティハードやタクリードのレベルではなくてコーランま
たはスンナの明文によって背信（イスラム法違反）とされているような行
為でないかぎりは、許されない。ムスリムのなかでこの元首に背く者、あ
るいはこの元首のいる地において力をもって堕落を広める者に対しては、
イスラム法上義務とされている他の戦いと同様に、戦わなくてはならない。  
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３．イスラム思想の大衆化 
ムスリム同胞団の結成 

『高等師範学校75周年記念年報（1872-1947）』に掲載され

た写真。「ムスリム同胞団の最高指導者（ムルシド）」と紹
介されたうえで、略歴が述べられている。 

ハサン・バンナー （1906-1949） 
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ハサン・アルバンナー （1906-1949） 
（ハサン・アルバンナー『ムスリム同胞団の使命』（池田修訳）アジア経済研

究所、昭和44年、19頁） 

• 兄弟よ、さあ聞いてくれ。我々が唱導するものは、イスラーム主義（islamiyah）とい
う一言がその性格を語る、一種の呼び掛けである。このイスラーム主義という言
葉には、人々が理解しているような狭い意味のほかに、もっと広範な意味がある。 

• 我々は、「イスラームとは、生活領域全般を秩序立て、そのすべてに、合法的見
解（futwah）を示し、精妙にして当然の制度を確立するという包括的異議である」と、
信じている。それは、人間に寄与するために欠くことの出来ない生活上の問題や、
制度の前では動きがつかないというような性質のものではないのである。 

• ある人々は、イスラームは、若干の宗教的習慣（ibadat）か、精神主義（ruhaniyah）

の修業に限定されるものだと誤解している。彼等は、自己と、その理解するところ
を、この限られた狭い領域にとじこめているにすぎない。しかし、我々は、イスラー
ムを、これとは異なり、現世および来世における萬事を秩序づける一層広範なも
のとして理解しているのである。と言っても、決して我々が勝手にそのような仮面
を着せているのではなく、また自分勝手に、拡張解釈しているのでもなく、そのこ
とこそ、我々が神の経典（コーラン）や、昔のムスリムの伝承（sirah＝通常マホメッ
ト伝のこと）から理解したことなのである。 
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